
 

  ５
月
４
日(

水･
祝)
第
８
回
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ

Ｏ
善
光
寺
よ
さ
こ
い
（
ナ
ガ
ノ
駅
前
セ
ン

タ
ー
共
催
）
が
開
催
さ
れ
た
。 

昨
年
は
コ
ロ
ナ
ま
ん
延
防
止
の
た
め
、
県

内
の
チ
ー
ム
に
限
定
し
、
中
央
通
り
の
南
ス

テ
ー
ジ
と
北
ス
テ
ー
ジ
の
２
箇
所
で
し
た

が
、
今
年
は
３
年
ぶ
り
に
「
駅
前
ス
テ
ー

ジ
」
で
も
開
催
さ
れ
た
。
出
場
チ
ー
ム
は
９

チ
ー
ム
で
、
県
外
か
ら
は
愛
知
県
一
宮
市
、

富
山
県
富
山
市
、
埼
玉
県
川
越
市
の
チ
ー
ム

も
参
加
し
、
善
光
寺
御
開
帳
で
賑
わ
う
市
街

地
で
、
各
チ
ー
ム
は
そ
れ
ぞ
れ
の
趣
向
を
凝 

              

            

末
広
町
も
長
野
駅
前
広
場
に
会
所
を
開
設 

し｢

お
先
乗
り｣

｢

屋
台
巡
行｣

を
お
迎
え
し
ま

し
た
。
当
日
は
梅
雨
の
晴
れ
間
の
好
天
気
に

恵
ま
れ
、
善
光
寺
御
開
帳
ご
参
拝
の
善
男
善

女
を
含
め
、多
く
の
人
々
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

 

御
祭
礼
屋
台
巡
行
は
日
本
三
大
祇
園
の
一

つ
に
数
え
ら
れ
、
毎
年
７
月
に
挙
行
し
ま
す

が
、
本
年
は
善
光
寺
前
立
本
尊
御
開
帳
期
間

に
合
わ
せ
、
１
ヶ
月
繰
り
上
げ
実
施
さ
れ
ま

し
た
。 

ま
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
末
広
町
は
屋

台
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
会
所
を
長
野
駅

前
広
場
に
設
け
巡
行
屋
台
を
お
迎
え
し
町
の

繁
栄
と
悪
疫
退
散
を
祈
っ
て
頂
き
ま
す
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
私
達
の
生
活
は
大
き
く

変
わ
る
と
思
い
ま
す
が
、
い
つ
の
時
代
で
も

住
民
は
絆
に
よ
り
結
ば
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
住
み
よ
い
町
づ
く
り

を
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

      

令
和
４
年
６
月
12

日
㈰
３
年
ぶ
り
に
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
は｢

権
堂
町｣

｢

西
後

町｣
｢

上
千
歳
町｣

｢

北
石
堂
町｣

が
屋
台
巡
行

を
行
い
ま
し
た
。
屋
台
巡
行
に
先
立
ち
、
神

の
代
理
の
お
先
乗
り
に
は
県
町
の
「
近
山
與

完
君
」
11

歳
が
選
ば
れ
、
各
町
の
会
所
で

悪
疫
退
散
・
無
病
息
災
を
祈
念
し
ま
し
た
。 

            

善
光
寺
御
開
帳
、
善
光
寺
よ
さ
こ
い
、
な

が
の
祇
園
祭
屋
台
巡
行
、
そ
の
他
に
も
様
々

な
行
事
が
無
事
実
施
或
い
は
実
施
中
、
夏
場

の
行
事
も
長
野
び
ん
ず
る
始
め
開
催
方
向
と

い
う
話
を
聞
く
と
２
年
を
経
て
よ
う
や
く
正

常
化
の
兆
し
か
と
期
待
し
て
い
る
。
海
外
か

ら
の
来
客
も
今
後
少
し
ず
つ
復
活
す
る
だ
ろ

う
。
お
客
様
に
「
長
野
は
い
い
所
だ
、
ま
た

来
て
み
よ
う
」
と
思
っ
て
頂
け
る
店
づ
く
り

が
大
事
だ
。 

編 

集 

雑 

記 

          

本
来
で
す
と
皆
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
直
接

ご
挨
拶
申
し
上
げ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
す
が
、

ご
承
知
の
通
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
私
達
の
収
束
の
願
い
も
虚
し
く
変
異
株

に
変
化
し
、
収
束
の
見
通
し
も
立
た
な
い
状

況
で
あ
り
、
感
染
症
防
止
対
策
の
た
め
、
止

む
無
く
書
面
議
決
方
式
に
致
し
ま
し
た
の
で

ご
承
知
下
さ
い
。 

 

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止

の
た
め
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
北
京
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
無
観
客
開
催
と
な
り
ま
し

た
が
無
事
終
了
し
ま
し
た
事
に
安
堵
し
ま
し

た
。 ま

た
、
善
光
寺
御
開
帳
は
１
年
延
期
し
、

数
々
の
対
策
を
講
じ
な
が
ら
現
在
開
催
し
て

お
り
ま
す
が
、
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。 

私
達
商
店
会
も
コ
ロ
ナ
禍
で
お
店
の
撤
退

や
休
業
、
営
業
時
間
の
短
縮
、
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
制
限
等
を
強
い
ら
れ
、
お
客
様
は
外
出

自
粛
等
生
活
様
式
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ

経
済
活
動
が
ス
ト
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。
当
組

合
も
年
度
当
初
計
画
し
ま
し
た
「
如
是
姫
ま

第 

期 

通
常
総
会 

協
同
組
合
ナ

ガ
ノ
駅
前
セ
ン

タ
ー
第 

期
通

常
総
会
に
あ
た

り
、
ご
挨
拶
申 

し
上
げ
ま
す
。 
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(1) 

つ
り
」
「
ミ
ニ
講
演
会
」
「
研
修
」
等
を
中

止
し
ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
地

域
経
済
を
少
し
で
も
回
復
さ
せ
よ
う
と
「
プ

レ
ミ
ア
ム
チ
ケ
ッ
ト
」
を
発
売
し
た
「
わ
い

わ
い
に
ぎ
わ
い
末
広
町
事
業
」
を
開
催
致
し

ま
し
た
。
飲
食
・
小
売
・
サ
ー
ビ
ス
の
会
員

様
に
限
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
大

変
好
評
を
い
た
だ
き
、
今
回
初
め
て
ポ
ス

タ
ー
・
チ
ラ
シ
の
デ
ザ
イ
ン
や
事
業
名
称
を

長
野
美
術
専
門
学
校
の
生
徒
さ
ん
に
依
頼

し
、
若
い
人
達
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
こ
と

が
出
来
た
こ
と
は
大
き
な
収
穫
で
し
た
。 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
は
難
し

い
状
況
で
す
が
、
今
後
は
感
染
防
止
対
策
を

講
じ
つ
つ
経
済
を
回
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

私
達
を
取
り
巻
く
商
業
環
境
も
大
き
な
変

化
が
襲
っ
て
き
ま
す
。
７
月
に
は
ア
ゲ
イ
ン

の
撤
退
、
２
０
２
４
年
に
は
長
野
市
に
隣
接

す
る
地
籍
に
「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
須
坂
（
仮

称
）
」
が
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。
長
野
駅
か

ら
８
㎞
、
車
で

20

分
の
距
離
で
す
。
長
野

市
の
中
心
市
街
地
の
商
店
街
に
と
り
厳
し
い

状
況
で
す
が
、
大
型
店
と
対
抗
す
る
の
で
は

な
く
個
店
と
し
て
の
魅
力
を
発
揮
し
、
大
型

店
の
お
客
様
の
足
を
運
ば
せ
る
チ
ャ
ン
ス
で

も
あ
り
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
人
々
の
働
き
方
や
生
活
様
式

は
今
後
更
に
変
化
し
ま
す
が
、
一
人
で
悩
む

よ
り
皆
で
一
丸
と
な
り
知
恵
や
汗
を
出
す
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

ど
う
ぞ
今
年
度
も
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

理
事
長
挨
拶 

開
催
日
時
＝
令
和
４
年
５
月
25

日
㈬ 

開
催
場
所
＝
協
同
組
合
ナ
ガ
ノ
駅
前
セ
ン
タ
ー 

会 

員 

数
＝
71

名 

出 

席 

者
＝
当
日
出
席
６
名 

書
面
提
出
者
28

名 

看
做
し
37

名 

議 
 

決
＝
可
と
す
る
者
71

名 

否
と
す
る
者
０
名 

57 

 

 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
蔓
延
防
止
対
策
の
た

め
、
第
57

期
通
常
総
会
は
書
面
議
決
方
式
と
し
て

開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

議
案
は
全
て
提
案
通
り
議
決
い
た
し
ま
し
た
。 

協
同
組
合
ナ
ガ
ノ
駅
前
セ
ン
タ
ー 

理
事
長 

中
島 

克
文 

            

本
来
で
す
と
定
期
総
会
を
皆
様
と
一
同
に

会
し
、
話
し
合
い
を
し
た
い
と
思
い
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束
ど
こ

ろ
か
変
異
株
に
変
化
し
、
高
止
ま
り
の
状
況

で
は
蔓
延
防
止
対
策
上
、
書
面
議
決
方
式
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
ご
理
解
ご
承

知
下
さ
い
。 

 

末
広
町
は
住
民
が
住
ん
で
い
な
い
珍
し
い

町
で
す
が
、
反
面
商
売
と
い
う
同
じ
目
的
を

持
っ
た
人
が
集
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
住
民
の

気
持
ち
と
行
動
が
一
つ
に
な
れ
ば
大
き
な
力

が
発
揮
で
き
ま
す
。
町
づ
く
り
の
原
点
は

「
自
分
が
好
き
な
町
」
で
な
け
れ
ば
人
は
集

ま
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
安
全･

安
心･

清
潔
な
町
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
「
自

分
だ
け
が
良
け
れ
ば
」
の
考
え
で
な
く
、

ル
ー
ル
を
守
り
、
隣
近
所
に
気
遣
い
を
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

今
年
は
な
が
の
祇
園
祭
り
屋
台
巡
行
と
妻

科
神
社
秋
の
例
大
祭
で
の
神
輿
奉
納
が
あ
り

ま
す
。
長
野
祇
園
祭
り
は
、
日
本
の
三
大
祇

園
祭
り
の
一
つ
で
悪
疫
退
散
祈
願
か
ら
始

末
広
町
ト
ピ
ッ
ク
ス 

◎

令
和
４
年
度 

末
広
町
定
時
総
会
の
開
催 

区
長
挨
拶
（
要
旨
） 

末広町区長 

柏木 久仁昭 

◎

な
が
の
祇
園
祭 

御
祭
礼
屋
台
巡
行 

 
 

 

            

ら
し
た
華
や

か
な
演
舞
を

披
露
し
、
大

勢
の
観
客
を

楽

し

ま

せ

た
。
ま
た
、

よ
さ
こ
い
の

他
「
シ
ャ
ン

ペ｣
｢

フ
ラ
ダ

ン
ス｣

｢

和
太

鼓｣
｢

ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
ダ
ン

ス
」
も
華
を

添
え
た
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・
荻
原
長
野
市
長
と
の
懇
談
会 

６
．
環
境
整
備
事
業 

・
ウ
エ
ス
ト
プ
ラ
ザ
長
野
前
プ
ラ
ン
タ
ー

６
基
に
花
植
栽 

(

６
月
・
８
月
・
11

月
・
２
月
） 

・
末
広
町
一
斉
清
掃 

・
裾
花
川
河
川
清
掃
（
６
月
・
10

月
） 

７
．
教
育
情
報
お
よ
び
広
報
事
業 

・
ミ
ニ
講
演
会 

・
ナ
ガ
ノ
駅
前
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
「
如

是
姫
だ
よ
り
」
５
回
発
行 

８
．
理
事
会
関
係 

・
定
例
理
事
会
（
毎
月
１
回
） 

９
．
総
会 

第
56

期
通
常
総
会 

５
月
26

日 

出
席
者
５
名 

書
面
議
決
24

名 

見
做
し
31

名 

※
総
会
資
料
は
ナ
ガ
ノ
駅
前
セ
ン
タ
ー
事
務
局
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
事
務
局
で
閲
覧
し
て
く
だ
さ
い
。 

第３号議案【債務保証限度額及び借用限度額について】 

・借入金額の限度額  2,000 万円 

・１組合員に対する貸付又は 1 組合員のためにする債務 

保証の金額の限度額 ――→ 出資金の範囲内 
 

第４号議案【役員報酬について】 

年間 800 千円以内 

（役員 年間 750 千円以内） 

（監事 年間  50 千円以内） 
 

第５号議案【賦課金について】 

組合の健全経営の柱は、会員の会費と組合事業から成 

り立っているが、主たる収入源の駐車場経営は先行き厳 

しく、現在収入源は駐車場収入の他はテナント貸付事業 

のみですが、皆様のご協力により収支のバランスを維持 

している状況です。 

賦課金の見直しについては、平成 18 年度の総会で承認 

されましたが、金額について、現在検討中です。今後更 

に検討し会員個々に提示したいと考えている。 

◎金額が決定するまでは、今まで通りとします。 

なお、賦課金は６月に徴収します。 

また、徴収後退会しても返金致しません。 
 

第６号議案【役員改選について】 

〔理 事〕 

中島 克文  柏木久仁昭  塩沢 勝重 

田中 嘉昭  塩沢  均  北村 泰邦 

〔監 事〕 

北村 倢一  北村 文男 

※総会終了後、臨時理事会を開催。 

代表理事に中島克文、副理事長に柏木久仁昭を選出。 
 

第７号議案【その他】 

令和４年度 収支予算 

事 業 費 用 7,660,000 円 

販 売 費 及 
一 般 管 理 費 

7,730,000 円 

法人税･住民
税 ･ 事 業 税 

1,190,000 円 

当 期 利 益 金 

事 業 外 収 入 80,000 円 

1,000,000 円 

駐 車 場 収 入 12,600,000 円 

テ ナ ン ト 
事 業 収 入 

4,224,000 円 

賦 課 金 収 入 250,000 円 

助 成 金 収 入 426,000 円 

第５７期通常総会 提出議案（３号～６号） 

ナガノ駅前センター 如是姫だより (2) ナガノ駅前センター 如是姫だより (3) 

２
．
テ
ナ
ン
ト
事
業 

う
ら
ん
貸
付
事
業 

３
．
第
23

回
如
是
姫
ま
つ
り 

10

月

10

日
開
催
を
予
定
し
て
い
た

が
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
中
止
。 

11

月
17

日
善
光
寺
に
於
い
て
「
如
是

姫
様
の
供
養
」
「
悪
疫
退
散
」
「
地
域
の

繁
栄
」
の
祈
願
法
要
を
実
施
。
ま
た
、
善

光
寺
色
紙
を
作
成
し
法
要
の
当
日
「
お
魂

入
れ
」
を
し
て
、
全
会
員
に
配
付
し
た
。 

４
．｢

わ
い
わ
い
に
ぎ
わ
い
末
広
町
事
業｣

 

会
員
の
支
援
と
日
頃
当
会
員
の
お
店
等

を
ご
利
用
の
お
客
様
に
対
し
感
謝
の
意
味

を
込
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
の

「
わ
い
わ
い
に
ぎ
わ
い
末
広
町
事
業
」
を

実
施
。 

実
施
期
間 
令
和
３
年
12

月
１
日
～ 

令
和
４
年
１
月
31

日 

発
行
冊
数 

５
，０
０
０
円
券(

５
０
０
円
券×

 

10

枚
綴) 
５
０
０
冊
発
行 

発
売
冊
数 

４
１
８
冊 

換
金
枚
数 

４
，１
５
３
枚 

（
換
金
率 

99･
４
％
） 

５
．
主
な
活
性
化
事
業 

・
善
光
寺
口
商
店
会
理
事
長
会
議(

３
回) 

・
パ
ル
セ
イ
ロ
活
性
化
委
員
会 

（
毎
月
１
回
） 

・
中
央
通
り
商
店
会
意
見
交
換
会 

・
歩
道
上
看
板
巡
回
指
導 

・
長
野
駅
前
Ｂ-

１
再
開
発
説
明
会 

・
中
心
市
街
地
街
づ
く
り
意
見
交
換
会 

・
善
光
寺
よ
さ
こ
い 

  
第

57

期
（
令
和
３
年
度
）
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
、
収
束
の
願
い
も
虚

し
く
変
異
型
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
変
異
し

「
コ
ロ
ナ
ま
ん
延
防
止
重
点
措
置
」
が
発
動

さ
れ
、
一
時
は
回
復
し
た
か
に
見
ら
れ
た

が
、
更
に
感
染
力
が
強
い
ウ
イ
ル
ス
に
拡
大

し
て
お
り
、
経
済
活
動
の
回
復
の
兆
し
が
見

え
て
き
ま
せ
ん
。 

私
達
商
店
会
を
取
り
巻
く
環
境
も
、
外
出

の
自
粛
や
国
・
県
等
の
蔓
延
防
止
対
策
に
よ

り
事
業
か
ら
の
撤
退
や
営
業
休
止
・
営
業
時

間
の
短
縮
、
サ
ー
ビ
ス
の
制
限
等
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
地
域
経
済
は
危
機
的
状
況
で
し
た

が
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
自
助
努
力
に
よ
り
辛

う
じ
て
保
っ
て
い
る
状
態
で
す
。 

組
合
も
年
度
当
初
計
画
し
た
事
業
を
中
止

や
縮
小
し
、
会
員
を
支
援
す
る
た
め
「
プ
レ

ミ
ア
ム
事
業
」
を
実
施
す
る
等
、
蔓
延
防
止

の
徹
底
を
図
り
つ
つ
可
能
な
限
り
の
事
業
を

実
施
し
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
の
活
動

に
備
え
組
合
事
業
を
実
施
し
た
。 

 １
．
駐
車
場
収
入 

前
年
度(

令
和
２
年
度)

は
、
緊
急
事
態

宣
言
の
影
響
に
よ
り
大
幅
な
減
額
と
な
っ

た
が
、
今
年
度
は
徐
々
に
回
復
し
た
。 

利
用
台
数
３
０
，９
４
９
台 

(

対
前
年
１
１
６･

１
％ 

対
前
々
年
95･

０
％) 

利
用
料
金
１
０
，４
４
９
，
８
５
０
円 

(

対
前
年
１
２
０･

１
％ 

対
前
々
年
89･

６
％) 

地
条
件
と
１
３
０
余
年
に
亘
り
諸
先
輩
が
築

い
た
確
固
た
る
地
盤
の
上
に
立
ち
、
組
織
の

健
全
な
運
営
を
図
る
た
め
、
次
の
事
業
を
推

進
す
る
。 

  

１
．
販
売
促
進
事
業 

⑴
国
・
県
・
市
の
支
援
を
受
け
、
会
員
の

た
め
の
販
売
促
進
事
業 

 

⑵
各
種
団
体
と
の
協
賛 

２
．
教
育
情
報
事
業 

⑴
ナ
ガ
ノ
駅
前
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
「
如

是
姫
だ
よ
り
」
の
継
続
発
行 

⑵
各
種
団
体
主
催
の
講
演
会
・
研
修
会
へ

の
参
加 

⑶
会
員
意
見
交
換
会
・
ミ
ニ
講
演
会
の
開

催 

⑷
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
の
発
信 

３
．
活
性
化
事
業 

⑴
10

月
９
日 

第
24

回
「
如
是
姫
ま
つ

り
」
の
開
催 

⑵
各
種
団
体
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
参

加 

⑶
「
善
光
寺
口
商
店
会
」
と
の
連
携
と
活

動
の
推
進 

４
．
健
全
経
営
基
盤
の
確
立 

⑴
コ
ロ
ナ
ま
ん
延
防
止
対
策 

⑵
経
費
の
削
減 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
長
期
化
に
よ

り
人
々
の
生
活
様
式
が
大
き
く
変
わ
り
、
急

激
な
変
化
に
対
応
し
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対

策
を
行
い
つ
つ
経
済
を
高
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

当
組
合
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
２
０
２
４

年
オ
ー
プ
ン
予
定
の
「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
須
坂

(

仮
称)

」
、
中
心
市
街
地
で
は
、
「
今
年
７

月
に
ア
ゲ
イ
ン
の
営
業
終
了
」
ま
た
「
も
ん

ぜ
ん
ぷ
ら
座
の
解
体
」
等
が
報
道
さ
れ
、
大

変
厳
し
い
商
業
環
境
が
待
ち
受
け
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
会
員
が
一
丸
と
な

り
情
報
を
共
有
し
、
知
恵
と
汗
を
出
す
こ
と

が
必
要
で
す
。
県
都
の
玄
関
口
で
あ
る
好
立

第
57
期
事
業
報
告 

令和３年度 収支決算 

● 貸借対照表 ● 

資 産 合 計 99,802,342 円 

● 損益計算書 ● 

3,189,420 円 合 計 

純資産の部 

96,612,922 円 
純 資 産 の 部 
合 計 

99,802,342 円 
負 債 及 び 
純 資 産 合 計 

19,319,491 円 

助 成 金 収 入 

 

当 期 純 利 益 

 

合 計 

   

本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
感

染
力
の
強
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
置
き
換
わ

り
、
収
束
の
願
い
も
虚
し
く
急
速
に
感
染
が

拡
大
し
、
更
に
ロ
シ
ア
に
よ
る
軍
事
侵
攻
の

影
響
に
よ
り
、
急
激
な
円
安
が
進
み
経
済
が

ど
ん
底
の
状
態
で
新
年
度
を
迎
え
た
。 

現
在
善
光
寺
前
立
本
尊
御
開
帳
が
１
年
遅

れ
で
開
催
し
て
お
り
、
全
国
か
ら
多
く
の
善

男
善
女
が
ご
参
拝
に
訪
れ
て
お
り
無
事
終
了

し
、
地
域
経
済
の
回
復
の
契
機
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。 

事
業
計
画
の
要
点 

第
58
期
事
業
計
画 

  

合  計 17,580,000 円 合  計 17,580,000 円 

12,500,723 円 駐 車 場 収 入 7,604,212 円 事 業 費 用 

4,224,000 円 テナント事業収入 7,245,362 円 
販 売 費 及 
一 般 管 理 費 

249,500 円 賦 課 金 収 入 1,185,550 円 
法人税･住民税 
･ 事 業 税 

2,265,000 円 3,284,367 円 

80,268 円 事 業 外 収 入 

19,319,491 円 合 計 

資産の部 負債の部 

流 動 資 産 
固 定 資 産 等 

10,183,194 円 
89,619,148 円 

1,909,420 円 
1,280,000 円 

流 動 資 産 
固 定 資 産 等 


